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第１章 総則 

 第１節 総則 

  １－１ 適用 

 この見積仕様書は、独立行政法人水資源機構木曽川上流ダム総合管理所（以下「機

構」という。）が施行する「味噌川ダムホイールローダー点検業務」(以下「本業務」

という。)に適用します。 

 

  １－２ 業務概要 

 本業務は、労働安全衛生法第４５条に基づき、ホイールローダーの特定自主検査及

び部品交換を行うものです。 

 

  １－３ 履行場所 

 長野県木曽郡木祖村小木曽２０５８－２２ 味噌川ダム管理所 

 

  １－４ 業務期間 

 契約締結の翌日から令和７年１２月２６日まで 

 

 第２節 一般事項 

  ２－１ 業務範囲 

 本件の業務範囲は、次の設備の特定自主検査（点検整備）を行うものとします。 

（１）ホイールローダー  １台 

 

  ２－２ 提出図書 

 提出図書は、次のとおりとします。 

 なお、記録表は厚生労働省安全衛生部安全課が監修した「特定自主検査記録表（ト

ラクター・ショベル（ホイール式）」を使用するものとします。 

（１）点検整備報告書（特定自主検査記録表及び履行記録写真含む）     １部 

 

  ２－３ 異常等発見時の対応 

 本業務履行期間に異常等を発見した場合は、速やかに担当職員まで報告するものと 

し、その対応について協議するものとします。 

 

２－４ 設計変更 

設計内容及び数量等に変更が生じた場合は、設計変更並びに請負代金額の変更を行

うことができるものとします。 

 

２－５ 疑義等 

仕様書等について疑義が生じた場合は、担当職員と協議のうえ決定するものとしま

す。 
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第２章 点検・整備 

 第１節 対象設備 

 本業務対象設備の主要仕様は、以下のとおりとします。 

・名 称 ： ホイールローダー 

・台 数 ： １台 

・製 造 業 者 名 ： 小松製作所 

・型 式 ： ＷＡ３０－５Ｅ 

・製造・車体番号 ： １９５４７ 

・性 能 ： ０．４ｍ3 

・取 得 年 月 ： 平成８年３月 

 

 第２節 特定自主検査 

特定自主検査は、設備の機能維持、信頼性確保を目的として行うもので、エン

ジン、動力伝達装置、走行装置、操縦装置、制動装置、作業装置、油圧装置、操

作、安全装置、車体関係等に対する検査を実施するものです。 

 なお、検査内容は別紙－１に示す「厚生労働省安全衛生部安全課」が監修した

「特定自主検査記録表（トラクター・ショベル（ホイール式））」によるものと

します。 

 

 第３節 整備 

  ３－１ 整備内容 

本業務で実施する整備は次のとおりとします。 

（１）エンジンオイルおよびオイルエレメント交換 

（２）燃料エレメント交換 

（３）グリス補給 

（４）バケットエッジ反転（取付ボルト・ナット・ワッシャの取替を含む） 
（５）バケット操作レバー不具合調査 

 

  ３－２ 取替部品等 

本業務で取り替える部品等の仕様、数量は次のとおりとします。 

なお、下記規格は、同等以上のものであればメーカ・詳細仕様を制限するものでは

ありません。 

名称 規格 数量 備考 

エンジンオイル SAE10W-30 相当品 ５Ｌ  

エンジンオイルエレメント 部品番号：YM129150-35153 １個  

燃料エレメント 部品番号：YM129100-55650 １個  

グリス リチューム系 EP グリース NO,2 １式  

バケットエッジ取付ボルト 部品番号：02090-11050 

型式：WA30-5E 用 

７個  
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バケットエッジ取付ナット 部品番号：02205-11015 

型式：WA30-5E 用 

７個  

バケットエッジ取付ワッシャ 部品番号：01643-31645 

型式：WA30-5E 用 

７枚  

 

  ３－３ 現場発生品 

取替を行った旧部品等は、受注者の責任と費用負担において適正に処分するものと

します。 

 

  ３－４ バケット操作レバー不具合調査 

   バケット操作レバーについて、操作時にレバーの引っかかりがあり、中間位置に戻

らないことがあるため、原因について調査・報告するものとします。 

   なお、調査結果について、担当職員の指示により対応を要請する場合があり、その

場合、設計変更および請負代金額変更の対象とします。 

 

第５節 補修塗装 

本業務の履行により塗膜に損傷を与えた部分は、補修塗りを行うものとします。 

なお、塗装仕様および塗装色は既設と同等とします。 

 

第６節 管理運転 

点検・整備および調整完了後、管理運転により機能確認を行うものとします。 

以 上 








